「天よりの侵略者に、我々は四角錐の要塞を建造し戦いに備えた。しかし、我々は敗れた。
だが、我々の要塞はスカラビの神々によって守られた。天から来た侵略者は1000年ごと
に生まれかわり、襲ってくるという。侵略者は時の彼方に隠れ、悪の巣箱を置いた。時の彼
方は魔境のはるか先。地の底の向こう。魔境は暗き闇。『タカの目』だけが見る。すべてを守
り真の勇者の訪れを待つ。4325スフィンクスの前で踊れ……と、書いてある。ちなみ
に数字のところは、4と3が上の段に、2と5が下の段に、それぞれ分かれているぞ」
フーの朗読を聞いていたジェフが、頭を上げて言った。
「ネス、今の内容からして、やっぱりピラミッドがカギだ。なんとしてもスカラビへ行こう!」
ぼくたちが、互いにうなずきあっていると、係員が話しかけてきた。
「どうです、偉大な歴史を感じるでしよう!これはピラミッドで発見されたヒエログリフ
というんですよ。この間も、ヘリコプターでやってきた富豪の少年が写真を撮って行きまし
た。あんときゃ現金をたつぷりもらったっけ!」
ヘリコプターの富豪の少年……ポーキーだ!あいつ、またもぼくの先回りを〓
「よかったら、このヒエログリフの写しをさしあげましょう」
ルビーがよほど気に入ったらしく、係員はぼくたちにヒエログリフの写しをくれた。
「まあ、ここの展示品ほど見事な物はそうはないですね。ただ、フォーサイドの博物館で、
とんでもない物が発見されたって噂が気にはなるんですけどね

